
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
結
果
、
５
団
体

の
提
案
事
業
が
採
択
さ
れ
、
取
り
組
み

が
進
ん
で
い
ま
す
。（
左
ペ
ー
ジ
参
照
）
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みんなの
ちからでつくる

元気都市栗東

市
で
は
、
平
成
16
年
度
よ
り
「
栗
東

市
市
民
社
会
貢
献
活
動
促
進
基
金
」
を

創
設
し
、
市
内
を
拠
点
に
活
動
す
る
、

あ
る
い
は
活
動
し
よ
う
と
す
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
や
市
民
活
動
団
体
（
自
発
的
で
公

益
的
な
活
動
を
行
う
団
体
）
を
「
元
気

都
市
栗
東
」
を
共
に
築
く
パ
ー
ト
ナ
ー

と
し
て
位
置
づ
け
、
助
成
金
の
交
付
や

広
報
、
サ
ポ
ー
ト
講
座
な
ど
の
支
援
を

行
っ
て
き
ま
し
た
。

元
気
創
造
ま
ち
づ
く
り
事
業
で
は
、

市
民
活
動
の
立
ち
上
げ
や
自
立
へ
の
ス

テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
を
支
援
す
る
助
成
金
を

交
付
し
、社
会
貢
献
活
動
の
活
性
化
と
、

活
力
と
に
ぎ
わ
い
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り

の
創
造
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
本
年
度

実
施
の
事
業
は
、
昨
年
７
月
～
８
月
に

募
集
し
ま
し
た
。
書
類
審
査
と
公
開
プ

元気創造まちづくり事業 協働事業提案制度

助成金額 20 万円まで 100万円まで

助成率 総事業費の４分の３以内

募集期間 令和２年７月 13日㈪～８月 31日㈪

助成対象期間 令和３年４月１日～令和４年３月 31日

審査方法
書類審査

公開プレゼンテーション

書類審査、協働担当課によるヒアリング、

公開プレゼンテーション

■
令
和
３
年
度
実
施
「
元
気
創
造
ま
ち

づ
く
り
事
業
」「
協
働
事
業
提
案
制
度
」

の
実
施
団
体
を
募
集
し
ま
す

「
栗
東
を
も
っ
と
元
気
に
よ
り
よ
い
ま

ち
に
…
」
そ
ん
な
皆
さ
ん
の
素
敵
な
思

い
を
提
案
・
実
現
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

説
明
会
は
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま

す
。
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
に

よ
り
、
説
明
会
や
審
査
方
法
な
ど
を

急
き
ょ
変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

■
協
働
事
業
提
案
制
度
と
は

協
働
事
業
提
案
制
度
と
は
、
地
域
が

抱
え
る
身
近
な
課
題
に
つ
い
て
、
市
民

活
動
団
体
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
な
ど
の
団
体

と
市
が
適
切
な
役
割
分
担
の
も
と
、
お

互
い
の
強
み
を
生
か
し
な
が
ら
共
に
力

を
合
わ
せ
て
課
題
の
解
決
に
取
り
組
む

も
の
で
す
。

協
働
事
業
提
案
制
度
に
は
、
提
案
団

体
が
自
由
な
テ
ー
マ
を
設
定
し
て
提
案

す
る
「
自
由
テ
ー
マ
型
」
と
、
提
案
団

体
が
市
の
設
定
し
た
テ
ー
マ
に
基
づ
き

提
案
す
る
事
業
「
テ
ー
マ
設
定
型
」
の

あ
な
た
の
ア
イ
デ
ア
で

　
　
　
　
　

ま
ち
を
元
気
に

実施団体募集にあたり、制度の仕組みや申請書の書き方、申請の
流れや公開プレゼンテーションの進め方などについての説明会を開
催します。応募を検討している人や興味のある人は、ぜひご参加く
ださい。
密集を避けるため、事前申込み制とさせていただきます。

２
種
類
が
あ
り
ま
す
。

◆「元気創造まちづくり事業」「協働事業提案制度」募集説明会◆

◦日時：７月 16日㈭ 19:00 ～ 20:30
　場所： 栗東市役所２階　第４・５会議室
◦日時：７月 18日㈯ 10:00 ～ 11:30　
　場所： コミュニティセンター大宝東　大会議室
◦申込み：自治振興課 協働まちづくり係 ☎ 551-0290 ＦＡＸ 551-0432

▲昨年度　公開プレゼンテーションの様子

　　　　　　　　　　　　　　　※募集要項は市ホームページに掲載します
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ま
ち
づ
く
り
の
パ
ー
ト
ナ
ー

問自治振興課 協働まちづくり係 ☎ 551-0290 ＦＡＸ 551-0432

●
ふ
ら
っ
と
Ｒ
ｉ
ｔ
ｔ
ｏ

〈
こ
ど
も
立
ち
寄
り
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

　

ふ
ら
っ
と
〉

中
学
校
卒
業
や
、
高
校
中
退
を

機
に
、
社
会
の
サ
ポ
ー
ト
資
源
か
ら

断
絶
し
た
子
ど
も
た
ち
に
、〝
ふ
ら

っ
と
〟
気
軽
に
立
ち
寄
る
こ
と
が
で

き
る
、
家
で
も
な
く
学
校
で
も
な
い

〝
第
三
の
居
場
所
〟
を
提
供
し
ま
す
。

こ
こ
で
は
子
ど
も
た
ち
が
、
ボ

ー
ド
ゲ
ー
ム
や
カ
ー
ド
ゲ
ー
ム
で
盛

り
上
が
っ
た
り
、
一
人
で
の
ん
び
り

読
書
や
宿
題
を
し
た
り
、
必
要
に
応

じ
て
勉
強
を
教
わ
る
こ
と
も
で
き
ま

す
。
こ
こ
で
の
出
会
い
や
体
験
を
機

に
、
子
ど
も
た
ち
が
も
う
一
度
歩
み

は
じ
め
る
こ
と
、
そ
し
て
、
自
立
に

向
け
た
活
動
に
必
要
な
社
会
資
源
と

新
た
に
社
会
と
つ
な
が
っ
て
い
け
る

確
か
な
橋
渡
し
が
で
き
る
よ
う
な
取

り
組
み
を
し
て
い
ま
す
。

●
栗
東
い
ち
じ
く
生
産
組
合

〈
り
っ
と
う
無
花
果
コ
ン
サ
ー
ト

２
０
２
０
〉

本
市
の
名
産
「
い
ち
じ
く
」
を

内
外
に
Ｐ
Ｒ
す
る
た
め
に
開
催
さ
れ

る
コ
ン
サ
ー
ト
で
す
。
い
ち
じ
く
に

関
す
る
作
曲
家
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
紹

介
す
る
な
ど
、
毎
年
テ
ー
マ
を
変
え

た
オ
リ
ジ
ナ
ル
ス
ト
ー
リ
ー
を
元
に

開
催
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
栗
東
い
ち

じ
く
の
生
産
者
や
野
菜
ソ
ム
リ
エ
を

ス
テ
ー
ジ
に
招
き
、
い
ち
じ
く
の
魅

力
や
特
徴
、
新
し
い
食
べ
方
を
紹
介

し
ま
す
。「
り
っ
と
う
無
花
果
カ
フ

ェ
」
も
同
時
開
催
し
、
地
元
パ
テ
ィ

シ
エ
が
考
案
し
た
い
ち
じ
く
を
使
っ

た
ス
イ
ー
ツ
や
ケ
ー
キ
な
ど
も
味
わ

え
ま
す
。

●
シ
ニ
ア
子
育
て
支
援
「
ぽ
っ
け
」

〈
シ
ニ
ア
子
育
て
事
業
〉

色
々
な
事
情
か
ら
、
子
ど
も
を
み

て
く
れ
る
人
が
い
な
い
保
護
者
を
サ

ポ
ー
ト
す
る
た
め
、
子
ど
も
の
一
時

預
か
り
を
実
施
し
て
い
ま
す
。ま
た
、

核
家
族
化
の
進
行
や
地
域
の
つ
な
が

り
の
希
薄
化
な
ど
に
よ
り
、
周
り
に

相
談
す
る
人
が
い
な
い
若
い
保
護
者

に
対
し
て
、
育
児
経
験
の
あ
る
シ
ニ

ア
世
代
が
適
切
な
ア
ド
バ
イ
ス
を
行

い
、
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。
シ
ニ
ア
と

の
交
流
や
親
同
士
で
の
交
流
を
と
お

し
て
、
育
児
の
楽
し
さ
や
悩
み
を
共

有
で
き
る
場
に
な
っ
て
い
ま
す
。

●
大
宝
村
ふ
る
さ
と
絵
図
の
会

〈
大
宝
村
ふ
る
さ
と
絵
図
の
作
成
と
活
用
〉

昔
の
大
宝
村
の
風
景
や
暮
ら
し
を
、

住
民
の
記
憶
を
も
と
に
一
枚
の
大
き

な
絵
を
描
き
ま
す
。
絵
を
描
く
こ
と

や
話
し
合
い
に
多
く
の
人
が
関
わ
る

こ
と
で
、
こ
の
絵
は
皆
さ
ん
の
宝
物

に
な
り
ま
す
。
出
来
上
が
っ
た
後
も
、

多
く
の
人
に
見
て
も
ら
う
こ
と
で
、

語
り
合
い
の
場
が
生
ま
れ
、
絵
図
は

ま
ち
づ
く
り
に
活
か
さ
れ
ま
す
。

●
治
西
ゆ
う
あ
い
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

〈
治
西
ゆ
う
あ
い
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

の
キ
ッ
ズ
ス
ポ
ー
ツ
応
援
、
シ
ニ
ア

世
代
の
ヘ
ル
ス
サ
ポ
ー
ト
、
広
報
強

化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
〉

当
ク
ラ
ブ
は
、
地
域
住
民
の
健

康
維
持
・
子
ど
も
た
ち
の
体
力
向
上
・

住
民
の
交
流
・
居
場
所
づ
く
り
な
ど

を
目
的
に
、
会
員
以
外
の
人
で
も
気

軽
に
参
加
で
き
ま
す
。
ス
ポ
ー
ツ
を

通
じ
て
地
域
の
ふ
れ
あ
い
の
場
、
人

と
人
と
の
つ
な
が
り
を
広
げ
ま
す
。

今
年
で
17
年
目
を
迎
え
、
新
た

に
子
ど
も
た
ち
の
体
力
向
上
と
高
齢

者
の
健
康
維
持
の
た
め
の
取
り
組
み

を
し
て
い
ま
す
。

◀
治
西
ゆ
う
あ
い
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

◀
栗
東
い
ち
じ
く
生
産
組
合

【
実
施
団
体
活
動
写
真
】

令
和
２
年
度
採
択
団
体
の
事
業
概
要
を
紹
介
し
ま
す
。

各
団
体
で
工
夫
を
凝
ら
し
な
が
ら
、
取
り
組
み
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

～
元
気
創
造
ま
ち
づ
く
り
事
業
～
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■
８
月
１
日
か
ら
有
効
の

　
　
　
　

新
し
い
被
保
険
者
証
を
送
付

新
し
い
被
保
険
者
証
は
、
７
月
中
に

簡
易
書
留
郵
便
で
送
付
し
ま
す
。

令
和
２
年
８
月
１
日
以
降
は
、
今
お

持
ち
の
被
保
険
者
証
は
使
え
ま
せ
ん
の

で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

※
新
し
い
被
保
険
者
証
は
薄
緑
色
に
な

り
ま
す
。

■
「
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額

認
定
証
」、「
限
度
額
適
用
認
定
証
」

（
以
下
、
限
度
額
証
）
に
つ
い
て

入
院
時
や
、
高
額
な
外
来
診
療
を
受

け
ら
れ
る
と
き
に
、
医
療
機
関
の
窓
口

で
限
度
額
証
を
提
示
す
る
と
、
医
療
機

関
の
窓
口
で
の
支
払
の
上
限
が
限
度
額

ま
で
と
な
り
、
非
課
税
世
帯
の
人
は
入

院
時
食
事
代
が
減
額
さ
れ
ま
す
。

◦
対
象
と
な
る
被
保
険
者

◦
令
和
２
年
度
住
民
税
が
世
帯
全
員

非
課
税
の
後
期
高
齢
者
医
療
制
度

の
被
保
険
者

◦
３
割
の
被
保
険
者
証
を
お
持
ち
の

人
で
令
和
２
年
度
の
住
民
税
課
税

所
得
が
145
万
円
以
上
690
万
円
未
満

の
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
被
保

険
者

◦
手
続
き
方
法

◦
令
和
２
年
７
月
31
日
ま
で
有
効
の

限
度
額
証
を
お
持
ち
の
人
…

　

令
和
２
年
８
月
以
降
も
該
当
す
る

人
に
は
、
新
し
い
限
度
額
証
を
被

保
険
者
証
と
送
付
し
ま
す
の
で
、

申
請
手
続
き
は
不
要
で
す
。

◦
対
象
と
な
る
人
で
限
度
額
証
を
お

持
ち
で
な
い
場
合
…

　

被
保
険
者
証
と
印
鑑（
認
印
で
可
）

を
お
持
ち
の
上
、
保
険
年
金
課
高

齢
者
医
療
係
の
窓
口
で
申
請
し
て

く
だ
さ
い
。

■
令
和
２
年
度
の
保
険
料
を
通
知

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
被
保
険
者

に
、
令
和
２
年
度
の
１
年
間
の
保
険
料

の
額
や
、
支
払
方
法
に
つ
い
て
の
通
知

書
を
、
７
月
中
旬
に
送
付
し
ま
す
。

区　　分
保険料率

令和２・３年度 前年度比

被保険者均等割額 45,512 円 ＋ 1,785 円

所得割率　※ 8.70％ ＋ 0.44％

年間保険料の
上限額 64 万円 ＋２万円

※「所得割額」の計算方法 ･･･
総所得金額等から基礎控除の 33 万円を差し引いた金額×上記の割合

　
「
普
通
徴
収
」
の
欄
に
金
額
が
記
載

さ
れ
て
い
れ
ば
、
納
付
書
ま
た
は
口

座
振
替
で
お
支
払
い
い
た
だ
く
こ
と

に
な
り
ま
す
。

■
医
療
制
度
の
改
正

す
べ
て
の
人
が
安
心
し
て
医
療
を
受

け
ら
れ
る
社
会
を
維
持
す
る
た
め
に
、

高
齢
者
と
若
者
の
間
で
の
世
代
間
の
公

平
を
図
る
た
め
に
、
負
担
能
力
に
応
じ

た
負
担
を
求
め
る
形
で
、
令
和
２
年
４

月
か
ら
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
の
制

度
が
次
の
と
お
り
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

◦
保
険
料
の
所
得
が
低
い
人
へ
の
均
等

割
軽
減
の
軽
減
率
が
一
部
変
更
さ
れ

ま
し
た
。

◦
均
等
割
の
軽
減
範
囲
の
一
部
が
拡
充

さ
れ
ま
し
た
。

詳
し
い
案
内
は
、
７
月
に
後
期
高
齢

者
医
療
保
険
料
額
決
定
通
知
に
同
封

す
る
チ
ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◦
保
険
料
の
計
算
の
基
準

令
和
２
年
度
の
保
険
料
は
、
令
和
元

年
中
の
所
得
に
も
と
づ
い
て
計
算
し

ま
す
。

◦
保
険
料
の
支
払
方
法

通
知
書
の
「
特
別
徴
収
」
の
欄
に
金
額

が
記
載
さ
れ
て
い
れ
ば
、
そ
の
金
額
が

公
的
年
金
か
ら
引
き
去
り
さ
れ
ま
す
。

問
保
険
年
金
課 

高
齢
者
医
療
係

☎
551-

０
３
６
１ 

ＦＡＸ
553-

０
２
５
０

滋
賀
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

☎
522-

３
０
１
３

ＦＡＸ
522-

３
０
２
３

令
和
２
年
度 

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
お
知
ら
せ

◦
令
和
２
・
３
年
度
保
険
料
率
（
年
額
）
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■手紙は必ず市長が読ませていただきます。
個々の内容は関係する部署が責任を持っ
て返事を作成し、市長が確認・署名をして、
手紙でお返しします。

　内容によっては、担当課から直接、面談・
電話・電子メールにより、回答させてい
ただく場合があります。

■返事をお返しするまで多少日数がかかり
ますのでご承知ください。

■手紙の返事は郵便で送付するため、住所・
氏名の記入をお願いします。

■市民の皆さんには内容を抜粋して、市ホ
ームページなどで公開します。

　左の用紙をご利用いただくほか、はがき
や私製の封書、インターネット（市ホー
ムページ http://www.city.ritto.lg.jp か
ら市長の部屋→市長への手紙→市長への
手紙）などで受け付けています。また、
市役所１階ロビー、なごやかセンター、
市立図書館、栗東西図書館、各コミュニ
ティセンターにも用紙を設置しています。

問秘書広報課 広報・広聴係
　☎ 551-0641 ＦＡＸ 553-1280

日々の生活の中でまちづくりに関するこ
と、市政で気付いたこと、考えていること
など、皆さんのご意見、ご提案をお待ちし
ています。

号
三
十
三
番
三
十
目
丁
一
寺
養
安
市
東
栗

栗 

東 

市 

長 

行

料金受取人払郵便

差出有効期間
2021年4月
30日まで

（ ）切手を貼らずに
お出しください

栗東局
承 認

０５ ２ ０ ３ ０ ９

79

封筒を作り、市長へ送ってください。
①キリトリ線に沿って切り、
　中央を山折りにします。
②のりしろにのりをつけて貼り合わせ、
　封筒を作ります。
③切手を貼らずににそのままポストへ
　投函してください。

の　り　し　ろ

の

　り

　し

　ろ

　

の

　り

　し

　ろ

　

キ

　リ

　ト

　リ

キ

　リ

　ト

　リ

（山折り）

「
市
長
へ
の
手
紙
」

市長への手紙
あなたの意見を
お寄せください

◀「市長への手紙」フォームはこちらから
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市長への手紙

住

　所

氏
名

年
齢

性
別

〒（　　　　ー　　　　　　）

パブリックコメント制度

　
　問秘書広報課 広報・広聴係
　　☎551-0641 ＦＡＸ553-1280

市の基本的な計画・条例などをつくる段階
で、趣旨、内容を公開し、市民の意見を反映
しています。
　本年度もパブリックコメントの案件は、
その都度、広報や市ホームページなどでお
知らせします。

市長への手紙

日々の生活の中での市政に対する意見や
提案に市長が回答します。昨年度の手紙は
181通でした。

内容
栗東市公共下水道事業経営戦略
第六次栗東市総合計画
第五次栗東市国土利用計画
第二期栗東市総合戦略
第八次栗東市行政改革大綱
栗東市シティセールス戦略改訂版
栗東市地域防災計画

（仮称）栗東市手話言語条例
（仮称）栗東市市民をつなぐ情報・コミュ
ニケーション条例
第３次栗東市食育推進計画
栗東市観光振興ビジョン
第３期栗東市教育振興基本計画
第２期栗東市子ども・子育て支援事業計画
栗東市屋外広告物等に関する条例
栗東市市民参画と協働によるまちづくり
推進条例行動計画
第３次栗東市子ども読書活動推進計画
第２期栗東市スポーツ推進計画

令和元年度
パブリックコメント実施内容

令和元年度
市長への手紙 組織別内訳

建設部
29％

環境経済部
　9％

その他
1％

子ども・健康部
　18％

教育部
22％

市民政策部
12％

総務部
3％

福祉部
5％

上下水道
事業所
1％
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令和元年度 下半期予算執行状況

問財政課 財政係 ☎551-0100 ＦＡＸ554-1123

●一般会計執行状況　※平成30年度からの繰越事業費は含みません

区 分 予算額 収入済額 収入率
市 税 134億4,163万円132億7,605万円 98.8%
地方譲与税など 22億 918万円 21億5,593万円 97.6%
分担金・負担金 3億5,623万円 3億1,016万円 87.1%
使用料・手数料 9億4,326万円 8億7,066万円 92.3%
国庫支出金 41億4,871万円 37億8,054万円 91.1%
県 支 出 金 17億3,333万円 10億1,035万円 58.3%
財産収入など 8億4,217万円 2億9,618万円 35.2%
繰 越 金 1億5,380万円 5億　216万円326.5%
諸 収 入 3億9,373万円 3億6,052万円 91.6%
市 債 17億8,550万円 6,990万円 3.9%
合 計 260億　754万円226億3,245万円 87.0%

区 分 予 算 額 執行済額 執行率
議 会 費 1億8,415万円 1億7,694万円 97.6%
総 務 費 29億3,880万円 19億8,999万円 67.7%
民 生 費 94億2,984万円 81億 237万円 85.9%
衛 生 費 20億2,486万円 15億6,958万円 77.5%
労 働 費 5,914万円 5,559万円 94.0%
農林水産業費 3億6,929万円 2億7,100万円 73.4%
商 工 費 4億2,138万円 4億 180万円 95.4%
土 木 費 21億 101万円 11億6,624万円 55.5%
消 防 費 9億4,631万円 7億3,653万円 77.8%
教 育 費 36億 288万円 27億2,302万円 75.6%
公 債 費 39億1,988万円 33億7,864万円 86.2%
予 備 費 1,000万円 0円 0.0%
合 計 260億  754万円205億7,440万円 79.1%

▼ 歳　入 ▼ 歳　出

地方譲与税など…�地方譲与税、地方交付税、その他
交付金の合算

財産収入など……財産収入、寄附金、繰入金の合算

●特別会計執行状況　※平成30年度からの繰越事業費は含みません

会 計 名 予算 額 収入済額 収入率 執行済額 執行率
土 地 取 得 5億4,003万円 308万円 0.6% 5億3,971万円 99.9%
国 民 健 康 保 険 54億9,117万円 54億8,322万円 99.9% 50億9,201万円 92.7%
後 期 高 齢 者 医 療 6億1,772万円 5億8,886万円 95.3% 5億8,928万円 95.4%
介 護 保 険 37億2,216万円 31億5,818万円 84.8% 33億3,727万円 89.7%
墓 地 公 園 595万円 1,113万円 187.1% 434万円 72.9%
大津湖南都市計画事業�栗東新都心土地区画整理事業 8,073万円 173万円 2.1% 8,056万円 99.8%
農業集落排水事業 3,375万円 477万円 14.1% 3,066万円 90.8%

合 計 104億9,151万円 92億5,097万円 88.2% 96億7,383万円 92.2%

特別会計…�国民健康保険のように相互扶助を目的とした事業や農業集落排水のように受益の程度に応じた事業は、
原則として受益者たちが負担するお金で運営するため、一般会計とは別の「特別会計」になっています。

●水道事業会計・公共下水道事業会計執行状況

予　算　額 収入・執行済額 収入・執行率

収益的 収入 13億4,841万円 13億1,717万円 97.7%
支出 12億4,074万円 12億 620万円 97.2%

資本的 収入 4億 4万円 4億 754万円 101.9%
支出 15億3,224万円 12億1,920万円 79.6%

予　算　額 収入・執行済額 収入・執行率

収益的 収入 18億 27万円 17億5,184万円 97.3%
支出 16億3,576万円 16億1,318万円 98.6%

資本的 収入 11億1,634万円 10億3,406万円 92.6%
支出 18億5,096万円 17億 186万円 91.9%

※水道事業会計・公共下水道事業会計は民間企業のように、その事業の収入で支出を賄う独立採算の企業会計を採っています。
収益的支出は、人件費や物件費など毎年必要な経費、資本的支出は、新しい管の敷設などに必要な経費のことです。

●基金の現在高
財 政 調 整 基 金 13億7,104万円
減 債 基 金 23億7,437万円
東海道新幹線（仮称）びわこ栗東駅建設等整備基金 3億5,012万円
墓地公園等整備基金 3億1,536万円
その他特定目的基金 6億3,173万円
土 地 開 発 基 金 6億 135万円
その他定額運用基金 1,000万円

合 計 56億5,397万円※市民一人当たり 851,472 円の現在高です

●市債の現在高
一 般 会 計 389億8,460万円
土 地 取 得 特 別 会 計 11億9,887万円
大津湖南都市計画事業�栗東新都心土地区画整理事業特別会計 2億1,891万円
農業集落排水事業特別会計 1億　928万円
水 道 事 業 会 計 34億6,947万円
公 共 下 水 道 事 業 会 計� 156億5,769万円

合 計 596億3,882万円

※市民一人当たり 80,723 円の現在高です

＜水道事業会計＞ ＜公共下水道事業会計＞

　市では毎年２回、財政状況をお知らせしています。今回は、令和元年度下半期（３月31日まで）の
財政状況をお知らせします。なお、年度末までに実施した事業の収入や支出などの会計事務は５月31
日まで行うことができます。
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災害リスクを再確認し、気象情報および避難情報
に基づき、早めの避難など命を守るために必要な
行動をとることを最優先してください。

定期的に窓を開放し、十分な換気を行います。

手洗いや咳エチケットなどの感染症対策を徹
底しましょう。

避難所内においての感染対策

災害が発生した時・起きた時

基本的な感染症対策の徹底

換気の実施、スペースの確保

厚生労働省ホームページ
避難所における感染症対策

防災ハザードマップで危険箇所を確認しよう

市の指定避難所が過密になることもあります。親
戚や知人の家、近所の安全な場所へ避難すること
を考え、前もって避難先に相談しておきましょう。

車中避難ができる安全な場所を事前に確認してお
きましょう。エコノミークラス症候群を防ぐため、
定期的な給水や体操、換気を行いましょう。

□マスク　□アルコール消毒液　□タオル
□ウェットティッシュ　□体温計　□ゴム手袋　
□食料　□飲料水　□持病薬

災害発生前にすべきこと

親族や友人の家等への避難の検討

車中泊の検討

非常持ち出し品の確認・準備

問危機管理課 総合防災・危機管理係 ☎ 551-0109 ＦＡＸ 518-9833

避難時の感染症に備えよう

栗東市ホームページ
防災・防犯情報配信システムの
登録について

　これから台風シーズンを迎えるにあたり、災害時の避難行動にも「新しい生活様式」を取り入れていくことが大
切です。地震や水害はいつ襲ってくるか分かりません。事前にハザードマップ等を確認し、災害時には危険な場所
にいる人は避難することが原則です。市の指定避難所については、感染症対策を行いますが、大勢の人が集まる
と、密閉・密集・密接の「3 密」状態になることが予想され、感染のリスクが高まります。自宅での安全確保が可
能な場合、避難所に行く必要はありません。避難所だけでなく、親戚や友人宅に避難することも考えてみましょう。
災害発生時の避難に備えて、下記の事前対策や避難所生活における感染拡大防止のご協力をお願いします。
　「自らの命は自らで守る」＝「自助」の意識を持ち、今のうちに避難の方法や備えについて確認しておきましょう。

◦自宅や職場、よく行く場所などが危険な箇所でないか確
認します。
◦自宅や職場のある場所に色がついていれば、災害の危険
のある場所です。色がついていなくても周りより低い土地・
崖の近くにお住まいの人は必要に応じて避難してください。

避難の目安（気象庁の警戒レベル）
【警戒レベル３】大雨警報など
　危険なところにいる高齢者や避難に時間がかかる人は避難
【警戒レベル４】土砂災害警戒情報など
　危険なところにいる人は全員避難
【警戒レベル５】大雨特別警報など
　命を守る最善の行動を

栗東市ホームページ
栗東市総合防災マップ

気象庁ホームページ
防災気象情報と警戒
レベル
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災
害
時
に
お
い
て
は
、
地
域
・
ご
近

所
に
お
け
る
助
け
合
い
が
大
切
で
す
。

市
で
は
、
災
害
発
生
時
の
円
滑
な
避
難

の
た
め
の
仕
組
み
づ
く
り
と
し
て
、「
災

害
時
避
難
行
動
要
支
援
者
登
録
制
度
」

を
設
け
て
い
ま
す
。

こ
の
制
度
は
、
災
害
発
生
時
に
、
自

助
・
共
助
・
公
助
の
う
ち
、
共
助
に
お

い
て
、
安
否
の
確
認
や
避
難
の
手
助
け

が
、
地
域
の
中
で
速
や
か
に
行
わ
れ
る

よ
う
に
、
支
援
を
要
す
る
人
に
登
録
い

た
だ
い
て
い
る
も
の
で
す
。

日
頃
か
ら
地
域
の
人
ど
う
し
の
「
つ

な
が
り
」、「
見
守
り
」
な
ど
の
「
絆
」

づ
く
り
を
す
す
め
ま
し
ょ
う
。

◦
登
録
方
法

所
定
の
申
請
書
（
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）
を
直
接
ま
た

は
郵
送
で
左
記
ま
で
提
出
く
だ
さ
い
。

〒
520-

３
０
８
８（
住
所
記
載
不
要
）

栗
東
市
役
所 

社
会
福
祉
課 

社
会
福
祉
係

災
害
等
へ
の
備
え　

地
域
に
お
け
る

「
助
け
合
い
」
の
輪
を
広
げ
ま
し
ょ
う
！

問
社
会
福
祉
課 

社
会
福
祉
係

☎
551- 

０
１
１
８ 

ＦＡＸ
553-

３
６
７
８

■
災
害
時
避
難
行
動
要
支
援
者
登
録
制
度
と
は

高
齢
者
や
障
が
い
者
な
ど
が
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
地
域
づ
く
り
を
目
的
に
、

災
害
時
の
避
難
支
援
を
迅
速
か
つ
円
滑

に
行
う
た
め
の
登
録
制
度
で
す
。

※
災
害
時
の
支
援
を
確
約
す
る
も
の

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

■
登
録
の
対
象
と
な
る
人（
在
宅
の
人
）

①
75
歳
以
上
の
高
齢
者
の
み
（
ひ
と
り

暮
ら
し
世
帯
を
含
む
）
の
世
帯
の
人

②
介
護
保
険
の
要
介
護
１
以
上

③
身
体
障
害
者
手
帳
１
・
２
級

④
療
育
手
帳
Ａ
１
・
Ａ
２

⑤
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
１
・
２
級

⑥
難
病
を
患
っ
て
い
る

⑦
災
害
時
に
自
ら
避
難
す
る
こ
と
が
困

　

難
で
支
援
を
要
す
る

■
個
人
情
報
の
取
り
扱
い

避
難
行
動
要
支
援
者
名
簿
の
提
供
を

受
け
た
支
援
者
な
ど
に
対
し
て
は
災
害

対
策
基
本
法
な
ど
に
よ
り
、
守
秘
義
務

が
課
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

(

「
災
害
時
避
難
行
動
要
支
援
者
登
録
制
度
」)

市役所（社会福祉課）

申請

１

台帳作成

プラン作成

２

災害時

避難行動の
支援など

５ ＜災害時に支援が
　　　　　受けやすくなります＞

要支援者（本人）、地域支援者、
自治会、自主防災組織、
民生委員・児童委員、社会福祉
協議会、警察署、消防署

平常時

声かけ・見守り
避難訓練など

４

同意した人の
情報の提供

（台帳・プラン）

３

避難行動要支援者
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ポ
ス
タ
ー
、
立
看
板
、
広
告
塔
な
ど

の
屋
外
広
告
物
は
、
ま
ち
の
風
景
の
一

要
素
と
し
て
、
賑
わ
い
の
あ
る
景
観
の

形
成
や
利
便
性
の
向
上
な
ど
の
役
割
を

担
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
一
方
で
、
屋
外
広
告
物
が
無
秩

序
に
氾
濫
す
る
と
、
ま
ち
の
景
観
が
損

な
わ
れ
た
り
、
交
通
事
故
の
誘
発
や
落

下
・
破
損
に
よ
る
事
故
な
ど
、
公
衆
に

危
害
を
お
よ
ぼ
す
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
た
め
、
こ
う
し
た
事
態
を
防
ぐ

と
と
も
に
、
本
市
の
地
域
特
性
や
景
観

計
画
を
踏
ま
え
た
規
制
誘
導
を
行
い
、

景
観
行
政
と
一
元
的
に
取
り
組
ん
で
い

く
た
め
、
市
独
自
の
条
例
と
し
て
「
栗

東
市
屋
外
広
告
物
等
に
関
す
る
条
例
」

を
制
定
し
ま
し
た
。（
令
和
２
年
10
月

１
日
施
行
。
現
在
は
滋
賀
県
屋
外
広
告

物
条
例
に
基
づ
き
手
続
き
な
ど
を
行
っ

て
い
ま
す
。）

新
条
例
の
実
効
性
を
高
め
、
よ
り
良

い
広
告
景
観
を
形
成
す
る
た
め
、
皆
さ

ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。（
詳
細
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
い
た
だ
く
か
窓
口
で
お
問
合
せ
く
だ

さ
い
）

屋
外
広
告
物
条
例
を
制
定
し
ま
し
た

（
令
和
２
年
10
月
１
日
施
行
）

問
都
市
計
画
課 

景
観
・ま
ち
づ
く
り
係

☎
551-

０
１
１
６

ＦＡＸ
552-

７
０
０
０

夏
は
冷
房
の
使
用
な
ど
に
よ
り
電
力
需

要
が
増
え
る
季
節
で
す
。
熱
中
症
な
ど
に

気
を
つ
け
て
健
康
に
無
理
の
な
い
範
囲
で

節
電
・
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
取
り
組
ん
で
く

だ
さ
い
。

●
エ
ア
コ
ン

冷
房
時
の
室
温
は
28
℃
が
目
安
で
す
。

温
度
設
定
を
１
℃
高
く
す
る
と
約
13
％（
約

70
Ｗ
）
の
消
費
電
力
削
減
に
な
り
、
ま
た

扇
風
機
や
サ
ー
キ
ュ
レ
ー
タ
ー
を
併
用
す

れ
ば
、
風
が
体
に
当
た
り
涼
し
く
感
じ
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
ま
め
な
フ
ィ
ル
タ

ー
掃
除
や
日
照
を
遮
る
よ
う
外
出
時
に
カ

ー
テ
ン
を
閉
め
る
こ
と
も
効
果
的
で
す
。

●
冷
蔵
庫

夏
場
は
で
き
る
だ
け
設
定
温
度
を「
中
」

に
し
、
冷
気
が
逃
げ
な
い
よ
う
に
余
分
な

開
閉
は
控
え
ま
し
ょ
う
。
冷
気
の
流
れ
が

悪
く
な
り
、
庫
内
が
均
一
に
冷
え
な
く
な

る
の
で
物
を
詰
め
込
み
す
ぎ
な
い
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。
冷
蔵
庫
の
効
率
的
な
放

熱
の
た
め
に
周
囲
に
は
５
㎝
以
上
の
隙
間

を
空
け
ま
し
ょ
う
。

●
ト
イ
レ

温
水
洗
浄
便
座
の
設
定
温
度
を
低
め
に
し
、

使
わ
な
い
と
き
は
フ
タ
を
閉
め
ま
し
ょ
う
。

家
庭
で 

で
き
る
節
電

問
環
境
政
策
課 
環
境
政
策
係

☎
551-

０
３
３
６

ＦＡＸ
554-

１
１
２
３

屋外広告物の種類

近
年
、家
庭
用
一
般
ご
み
や
粗

大
ご
み
が
農
業
用
水
路
に
多
く
流

入
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
が
原
因
で
、

水
路
が
詰
ま
り
、水
が
あ
ふ
れ
、
市

民
の
皆
さ
ん
の
ご
迷
惑
に
な
る
事

態
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、水
路
周
辺
で
草
刈
り
を
さ

れ
る
場
合
に
は
、水
路
に
刈
草
が
落

ち
な
い
よ
う
に
注
意
し
て
く
だ
さ

い
。
ご
み
と
同
様
に
、水
路
の
詰
ま

り
の
原
因
に
な
り
ま
す
。

水
が
多
く
流
れ
る
時
期
が
続
き
、

水
路
付
近
に
は
大
変
危
険
が
伴
い

ま
す
。
特
に
台
風
時
や
急
な
大
雨

が
降
っ
た
時
に
は
増
水
の
危
険
も

あ
り
ま
す
の
で
、
大
き
な
水
路
や

水
量
の
多
い
水
路
に
は
近
づ
か
な

い
よ
う
気
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

問
野
洲
川
土
地
改
良
区

☎
０
７
４
８-

６
２-

１
１
５
４

ＦＡＸ
０
７
４
８-

６
３-

０
６
７
４

農
林
課 

土
地
改
良
係

☎
551-

０
１
２
５ 

ＦＡＸ
551-

０
１
４
８

水路にゴミや刈草を流さないで～農業用水路管理者からのお願い～

水路に投棄されていた自転車
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子 育 て 情 報トイレ修理で思わぬ高額請求！

草津警察署安全伝言板

問薬物に関する情報・相談など
　草津警察署　　 ☎ 563-0110 ＦＡＸ 563-0116
　滋賀県警察本部 ☎ 522-1231ＦＡＸ 522-1252

＜相談事例＞
トイレが詰まり、電話帳で見つけた業者に電話

して来てもらった。急いでいたので料金は電話で確
認しなかった。修理をしてもらったが、結局新しい
便器に交換することになり、作業が終了した時点で
20 万円請求された。すでに作業も終わっていたの
で仕方なく支払ったが高額だと思う。

＜助言＞
慌てて業者に連絡してしまいがちですが、複数

社から見積もりを取り、作業内容や料金を確認しま
しょう。事前に出張や見積もりに費用がいるのか確
認することも大切です。

現場の状況次第では更に修理が必要な場合もあり
ます。作業前に作業内容や料金を確認し、納得でき
ない場合はその場で契約しないようにしましょう。

急なトラブルに備え、安心して依頼できる事業
者の情報を日ごろから集めておきましょう。

水漏れの場合は自宅の止水栓の位置と締め方を
確認しておくとよいでしょう。

覚せい剤など薬物乱用の防止
～ダメ！ゼッタイ！薬物は魔物です！！～

このところ、さまざまな職種や年代による薬物
に関連するニュースが後を絶ちません。
＜覚せい剤事犯＞
・30代と 40代が全体の約７割
・再犯者が全体の約７割
　※再犯率の高さからも、強い中毒性がわかります
＜大麻事犯＞
・10代から 30代前半が全体の約９割
　※若者を中心に広がっています！
「みんながやっている」「サプリメントみたいな

もの」「1 回だけなら大丈夫」といった言葉に惑わ
され、一度薬物を使い始めると、自分の意思ではや
められず、最後には自分や家族、友人や第三者を傷
付けることになってしまいます。薬物には絶対に手
を出さないようにしましょう。

問自治振興課 消費生活相談窓口（相談無料）
９:15 ～ 12:00/13:00 ～ 16:00（平日のみ）
☎ 551-0115 ＦＡＸ 551-0432
滋賀県消費生活センター（相談無料）
９:15 ～ 16:00（平日・土曜）
☎ 0749-23-0999

夏の過ごし方
～気をつけたいこと～

ここ数年の夏の暑さは一昔前とは比べものにな
りませんね。陽が落ちても気温が下がらず、寝苦
しい夜が続くこともあります。異常気象により毎
年厳しい暑さとなることが多いですが、親子で元
気に過ごしたいですね。暮らしの中で少し意識的
に気を配ることで、夏のリスクを回避しましょう。

【日常的に気を配りたいポイント】
・こまめに水分補給をする
・汗をかくことで失われるビタミンやミネラルを

補うことを意識した食事づくりをする
・速乾仕様の素材のものなど通気性の良い衣服を

選ぶ
・無理をせずに早めの休息をとる
・保護者は顔色や表情など普段の子どもの様子を

チェックしておく
【外出する時に気を配りたいポイント】
・帽子や日焼け止めを利用し紫外線対策をする
・公園の遊具やチャイルドシートの金属部分、
アスファルトなどによるやけどに気をつける

また、屋内外を問わず熱中症に気をつけましょ
う。「子どもは汗かき」とよく言われ、一見体温
の調節を上手く行っているように見えますが、体
温調節機能が未熟なため、上手に汗をかいて熱を
蒸発させることができません。また熱を排出する
ための尿を作る腎臓のはたらきも十分ではありま
せん。大量に汗をかいている、汗をかいていない、
ふらつきがある、元気がない、機嫌が悪い、など
普段の様子と比べ異変がある場合は熱中症を疑っ
てみましょう。子どもは暑さによる危険を知らな
いため、自分で身を守ることができません。大人
が適切な判断をすることで子どもの身を守り、元
気に夏を過ごしましょう。

問地域子育て包括支援センター（大宝東児童館）
　☎ 551-2370 ＦＡＸ 551-2330
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